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Session 1-09:30-10:45
How to Choose a Lawyer

IF
IF

Session 2-11:00-12:00
Legal Issues for and with National Federations

IF NF

NF

NF NF
NF NF

IF

NF

IF

13:30-17:30
LawAccord International Conference

09:00-12:30
LawAccord International Conference Legal 
challenges of modern sport

/ /

13:30-17:30
LawAccord International Conference Legal 
challenges od modern sport

/ /
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13:35-14:00
KEYNOTE ADDRESS: The Olympic Legacy

SPEAKER: Anatoly Pakhomov,

14:00-15:00
PANEL SESSION: The Legacy Requirement

MODERATOR: David Eades, BBC World
-
SPEAKERS: Daniel Cordey,

Simon Farborother,
Tony Nagamaiah, GM
Risto Nieminen.

15:15-15:45
WVENT WATCH: Events to fit any city- an IF 
perspective

SPEAKER: Peter Hall, TV

15:45-16:45
PANEL SEESION: Future Sports for Future Cities

MODERATOR: David J J. Bond. 

SPEAKERS Dr. Munehiko Harada

Professor Andy Miah: Salford

Anita Palm 2018

16:45-17:45
CASE STUDY: The Ceremony Conundrum

SEPAKER Antonio Abete, CEO

17:15-17:30
Focus on Kazan

SPEAKER Azat R. Kadyrov, ANO

08:00-09:30
PANEL DISCUSSION: Professional Sports’ 
Development in Russia

10:45-11:00
KEYNOTE PLENARY  INTRODUCTORY ADDRESS: The 
L’Word

SPEAKER: Hazem Galal, PwC 

11:00-12:00
PLEANARY PANEL SESSION: What’s in a word? The 
truth about Legacy

MODERATOR: Hazem Galal, PwC 

SPEAKERS Dmitry Chernyshenko, 

Mark Egan,
Dr. Arne Feddersen, 

MSO
Dr. Bridget McConnell, 
Patrick Nally, West Nally Ltd CEO, 

13:30-14:00
THE ATHLETE BRAND AND THE ROLE MODEL
REVOLUTION

SPEAKER: Thomas van Schaik, 

14:15-15:15
PANEL DISCUSSION: High Road or Low Road-What 
it takes ofr motor sport to thrive in a fast-changing 
landscape

MODERATOR David Eades, BBC
World -

SPEAKERS Raffaele Chiulli, UIM & ARISF
Andrew Craig, The Crig Company 
Sergey Vorobyev, F1

Oliver Weingarten, E OW
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10:00-10:30
The Sporting Future Today- How technology is 
changing the game plan

SPEAKER: Professor Andy Miah, Salford

10 45-12:00
PANEL DISCUSSION: When inequality IS the legacy

MODERATOR Charmaine Crooks C.M. 
NGU

SPEAKERS: Kate Caithness OBE, 

Hon Molly Rhone OJ, 
Paul Smith,  Repucom CEO&

13:30-14:30
PANEL DISCUSSION Managing your reputation
Before your reputation becomes your legacy

MODERATOR: David Eades, , BBC
World -

SPEAKERS: David Bond, BBC
Scott Bowers, The Jockey Club
Dr. Emily Ryall, Gloucestershire

14:30-15:00
THE RUSSIAN INTERNATIONAL OLYMIC UNIVERSITY 
fulfilling the legacy of the Sochi 2014 Winter Games

SPEAKER: Lev Belousov, 
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第4回スポーツツーリズム・カンファレンス
プログラム

基調講演
清水 勇人 氏（さいたま市長／さいたまスポーツコミッション 会長）

基調講演
大岡 秀哉 氏（観光庁　観光資源課　ニューツーリズム推進官）

第一部　13 : 30 ~ 14 : 45　大会議室

第二部　分科会①→ 15 : 00～ 16 : 00　分科会②→ 16 : 15～ 17 : 15

昭和37年埼玉県生まれ。日本大学法学部卒、松下政経塾卒塾（7期生）衆議院議員秘書を経て平成15年･19年、
南6区（さいたま市見沼区）より県議連続トップ当選。平成21年5月さいたま市長初当選、現在2期目。
平成25年第8回マニフェスト大賞「最優秀マニフェスト賞」受賞
さいたまスポーツコミッション会長、日本サッカーを応援する自治体連盟会長、共栄大学客員教授

平成８年運輸省入省。国土交通省（港湾局、国土計画局）、外務省国際協力局、国際協力事業団、内閣府沖縄総合事務局、
苫小牧港管理組合等に勤務。現在、観光庁観光資源課ニューツーリズム推進官にて、観光資源の掘り起こし、
磨き上げ等に取り組む。

原田 宗彦（JSTA 会長・早稲田大学スポーツ科学学術院）開会挨拶

来賓ご挨拶 髙橋 道和 様（スポーツ庁 次長）

司会：王 理恵さん
（野菜ソムリエ／
　アスリートフードマイスター3級）

「～これからのさいたま市～ スポーツで日本一笑顔あふれるまち」

「観光行政とスポーツツーリズム」

大 会 議 室
分科会①「スポーツ施設経営」
＜講　演＞　「新スタジアムが拓く地域・クラブの未来」

野呂　輝久 氏  （(株式会社ガンバ大阪　代表取締役社長）

桂田　隆行 氏（ 株式会社日本政策投資銀行　地域企画部）

昭和29年三重県生まれ。名古屋大学卒業後松下電器産業株式会社（現パナソニック株式会社）入社。秘書課長、企業システム
営業本部法人営業部長、広報部部長、パナソニックシステムソリューションズ首都圏本部本部長、同社常務などを歴任後、
平成24年株式会社ガンバ大阪顧問スタジアム建設本部本部長就任。平成24年同社取締役副社長、平成25年1月から現職。

、

1999年日本開発銀行（現（株）日本政策投資銀行）入行。エネルギー部、産業・技術部、北海道支店などで化学業、
ホテル・旅館業、観光業等の企業への融資業務に従事。2011年より地域企画部に在籍し、地域再生計画や総合特区エリアでの
企業向け融資支援業務等を担当した後、現在は大規模スポーツ施設整備についての資金調達に関する調査研究を行っている。
2013年早稲田大学大学院スポーツ科学研究科社会人修士課程修了。

＜講　演＞　「スポーツ施設への民間活力導入について」

分科会②「メガスポーツイベントとまちづくり～2019RWC 石・横浜～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜パネリスト＞

増田 久士 氏（ 石市総務企画部ラグビーワールドカップ推進室 室長補佐）

増保 輝則 氏（RWC2019アンバサダー／ラグビー元日本代表）

＜コーディネーター＞

1963年愛媛県生まれ。1992年、東京大学文学部卒業。（在学中、ラグビー部に所属）1995年より、関東ラグビーフットボール協会
に所属。2006年、筑波大学修士課程を卒業。同年、 石シーウェイブスRFC事務局長に就任。2014年に 石市教育委員会事務局
スポーツ推進課ラグビーワールドカップ誘致推進室に着任し、2015年4月より、 石市総務企画部ラグビーワールドカップ推進
室室長補佐を務める。

1972年東京都生まれ。1994年、早稲田大学人間科学部卒業。（在学中、ラグビー部に所属、4年時に副将）
1994年より神戸製鋼コベルコスティーラーズに在籍し、選手、主将、監督として活躍。日本選手権で3度の優勝を経験する。
日本代表としては1991年、1995年、1999年のワールドカップに出場し、2000年度には代表主将も務めた。
2013年よりラグビーワールドカップ2019アンバサダーを務める。

山羽 教文 氏（株式会社FIELD OF DREAMS代表取締役）
1971年兵庫県生まれ。1995年早稲田大学教育学部卒業。（在学中、ラグビー部に所属、4年時に主将）同年、三井物産株式会社入社。
2000年に同社を退社し渡米。2003年オハイオ大学大学院スポーツ経営学修士課程を修了。同年株式会社FIELD OF DREAMSを
設立、代表に就任（現在まで）。JOCキャリアアカデミープロジェクトメンバー、（公財）日本健康スポーツ連盟理事などを歴任。
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分科会②「ランニングイベントのこれから」
＜パネリスト＞

古賀 浩之 氏（スポーツニッポン新聞社 事業本部 本部次長）

高見澤 秋 氏（株式会社フォトクリエイト 事業本部 営業一部 スポーツ写真事業 マネージャー）

＜コーディネーター＞

ネットワーキングセッション  17:30～ 18:30  １階ロビー　

軽食と飲み物をご用意し、参加者同士の交流の時間を設けます。名刺交換・商談にご活用ください。
一言スピーチも承ります。ご希望の方は、受付までお申し出ください。

ブース展示

＜出展企業＞

90年代からマラソンイベントに従事し、かすみがうらマラソンや山中湖ロードレースなど、スポニチが主催、後援する年間で
20大会以上のマラソン大会をすべて統括するマラソンプロデューサー。03年に自ら発案、開催した「スポニチマラソンサミット」
は14年に「マラソンサミットｉｎジャパン」として全国規模に拡大して開催。業界内での幅広いネットワークを軸に全国の
マラソン大会の更なる発展や地域振興、社会貢献をテーマに活動している。

同社はスポーツ写真サービス「All Sports Community」を運営。東京マラソン、大阪マラソンをはじめ全国各地で開催される
マラソン大会の撮影を手掛ける。年間撮影大会は国内外合わせ年間約600大会に上り、大会の思い出をカタチに残せるサービス
として多くのマラソン大会で導入されている。自身もランナーとして各地のマラソン大会に参加、ご当地ランで様々な出会いを
重ねる事を楽しみとしている。

合宿の郷　妙高
第３回 スポーツイベントＥＸＰＯ一般社団法人ウィズスポ
※休憩時間、ネットワーキングセッションなどの時間にご自由にご覧ください。

大塚 眞一郎（JSTA・JOC 理事、日本トライアスロン連合専務理事）
東京都出身。1984年からトライアスロン競技の日本及びアジアでの普及に尽力。また、競技会運営、放映権管理、スポンサーシッ
プ、選手マネージメント、ボランティア対応などのすべての業務を競技団体で対応するシステムを確立し、多くの国際大会や
世界選手権を日本に誘致してきた。トライアスロン競技のオリンピック競技種目決定（1994）にも尽力。
ほかに、JOC スポーツ環境専門部会長・広報専門部会副部会長、国際トライアスロン連合（ITU)　理事

分科会①「自然活用ツーリズムと環境共生 
                                   ～山を活用したツーリズム、トレイルツーリズムの事例を元に～」　会議室①

＜パネリスト＞

千葉 達雄 氏（伊豆トレイルジャーニー総合プロデューサー）

奥村 圭輔 氏 ( 株式会社山と溪谷社 イベント事業部長)

＜コーディネーター＞

1975年静岡県生まれ。中京大学卒。観光協会やスポーツマネジメント会社を経て2012年、伊豆における新しい旅行コンテンツの
創造のため、「伊豆トレイルジャーニー」を立ち上げる。2013年静岡県伊豆市内に株式会社ソトエを設立し代表取締役
プロ デューサーに就任。2015年よりウルトラトレイル・マウントフジ（UTMF）実行委員会事務局長。
日本トレイルランナーズ協会理事。

1965年東京都生まれ。明治大学卒。国内外の登山専門の旅行会社、ランニングの専門出版社を経て、現在登山、自然の専門出版社の
山と溪谷社勤務。ふたつの出版社では、編集の仕事は担当せずに、ランニング、自転車、登山、トレイルランニングのイベント、
webに関する事業を担当。国や地方の行政機関とのイベント事業経験が長い。

但野 秀信 氏（日本スポーツボランティアネットワーク 事務局）
1976年、神奈川県生まれ。ライフセービングにおいて、全日本選手権優勝やワールドゲームズ3位などの経験を持つ。2005年
に笹川スポーツ財団に入団し、国内最大のオープンウォータースイミング大会湘南OWSの事務局や東京マラソンのボランティ
ア運営などに携わる。2012年のJSVN設立から事務局を担当する。国内のスポーツボランティア団体のネットワーク化を行い
スポーツボランティア文化の醸成を図ることを目的に活動している。

会議室①

JSTA編集の初のスポーツツーリズムの教科書
「スポーツツーリズム・ハンドブック」を１階ロビーで割引販売中です！
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主　催： 岐阜県／一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構（JSTA）
後　援： 観光庁　スポーツ庁ほか
定　員： 250人（先着順）

※懇親会費・ファムトリップは
参加費が別途必要です。

参加費

無料
2016年1月28日木～30日土日時

ひだホテルプラザ
（岐阜県高山市花岡町2-60）

場所

スポーツツーリズム・コンベンション
岐阜2016 in

JSTAウェブサイトからお申し込みください
www.sporttourism.or.jp

申込方法 徳増 浩司氏

基調講演
1

基調講演
2

（公財）ラグビーワールドカップ2019
組織委員会・事務局長

狩野　靖
岐阜県 清流の国推進部

地域スポーツ課地域スポーツ推進監
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メイン会場 ロビーその他
13:00 ～ 受　　付

13:30 ～ 14:00
開会式
・主催者あいさつ　宗宮 康浩（岐阜県　清流の国推進部長）
　　　　　　　　  原田 宗彦（一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構会長）
・来賓あいさつ等

ブース展示
14:00 ～ 15:00 基調講演①「イングランドから日本へ　ラグビーワールドカップ 2019をいかに迎えるか」

徳増 浩司氏（公益財団法人ラグビーワールドカップ 2019 組織委員会・事務局長）

15:00 ～ 15:45 基調講演②「飛騨御嶽高原高地トレーニングエリアでの成果」
狩野 靖（岐阜県 清流の国推進部地域スポーツ課地域スポーツ推進監）

16:00 ～ 17:15
パネルディスカッション「スノーリゾートでのスポーツツーリズムを考える」
河野 博明氏（長野県スキー連盟副会長／野沢温泉観光協会副会長）
一ノ本 達己氏（株式会社マックアース代表取締役CEO）
コーディネーター：原田 宗彦（JSTA 会長／早稲田大学スポーツ科学学術院）

17:30 ～ 懇親会（祭の間）　※別途参加費が必要です。（参加費：5,000 円）

28日木1月

ひだホテルプラザ
〒506-0009 岐阜県高山市花岡町2丁目60番地
TEL. 0577-33-4600　FAX. 0577-33-4602
●鉄道／JR 高山本線 高山駅から徒歩５分。
●バス／高山駅 高山濃飛バスセンターから徒歩５分
●車／中部縦貫自動車道 高山西 ICより１５分または高山 ICより１０分

ACCESS

一般社団法人 日本スポーツツーリズム推進機構  事務局
TEL：03-6441-2045
E-mail: info@sporttourism.or.jp
※平日10 時～18 時

お問い
合わせ

JSTAウェブサイトからお申し込みください
www.sporttourism.or.jp申込方法

スポーツツーリズム・コンベンション2016 in 岐阜  プログラム

ひだホテルプラザ

J
R
高
山
駅

J
R
高
山
本
線

高
山
バ
イ
パ
ス

↑
高
山
I
C

●
飛騨国分寺

●
市政記念館高山陣屋

●

●高山濃飛バスセンター

●
高山市役所

●高山警察署
●

春慶会館
●

西小学校

日下部民藝館
●

宮
川
朝
市

古
い
町
並
み

41

158

158

雁川原橋

西小学校南

9:00 ～ 15:00

ファムトリップ（自由参加・参加費 2,000 円）
以下の2コースからお選びください。
高山コース：雪とふれあう　飛騨高山のウインターレジャー体験コース
高山駅～道の駅ひだ朝日村（スポーツ雪合戦体験）～モンデウス飛騨位山スノーパーク（雪上クルージング体験）～臥龍の郷（入浴／雪見露天風呂・
食事）～15 時高山駅解散予定
白川郷コース：雪の白川郷を体感　世界遺産と雪山散策コース
高山駅～白川郷散策～トヨタ白川郷自然学校（スノーシュー体験／一面の銀世界をガイドが案内）～白川郷の湯（入浴／雪見露天風呂・食事）～15
時高山駅解散予定
留意事項：●両コースとも動きやすく、暖かい服装でご参加ください。（雪上クルージングやスノーシュー体験の際は、各自防寒対策をお願いします。）
●雪上クルージングは、手袋とネックウォーマーの貸出が可能です。（無料）ただし、参加者多数の場合、全員に貸し出すことができない場合があります。
●スノーシュー体験は、長靴の無料貸出があります。●参加希望者が少ない場合、中止となることがありますが、ご了承ください。

30日土1月

※スケジュールは、予定のため、今後変更の可能性があります。ご了承ください。 ※1日のみ、一部のみのご参加も可能です。

メイン会場（吉祥の間） 第二会場（祭の間） ロビーその他

9:30 ～ 10:30

【1-1】パネルディスカッション「全国のスポーツコミッション先進事例」
矢作 光広氏（さいたまスポーツコミッション 副参与）
玉城 扇氏（一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー 企画部企画課 課長）
狩野 靖（清流の国ぎふスポーツコミッション事務局）
コーディネーター：山下 真輝（JSTAセミナー委員／JTB）

ブース展示

10:40 ～ 11:40

【2-1】パネルディスカッション
「障害者スポーツとまちづくり」
中島 隆二氏
（嬉野市市民福祉部 文化・スポーツ振興課スポーツ振興Ｇ主任）
鈴木 克己氏
（鴨川市教育委員会 スポーツ振興課 課長補佐）
川原 啓嗣氏
（国際ユニバーサルデザイン協議会専務理事・名古屋学芸大学大
学院メディア造形研究所教授）
コーディネーター：吉永 憲（JSTA監事／共同ピーアール） 

【2-2】パネルディスカッション
「参加型スポーツの新潮流」
佐藤 大吾氏
（一般財団法人ジャパンギビング 代表理事）
竹川 隆司氏
（一般社団法人東北風土マラソン＆フェスティバル 代表理事）
青木 淑浩（JSTA 理事／近畿日本ツーリスト）

11:50 ～ 12:50

【3-1】パネルディスカッション
「トップスポーツクラブを活用したまちづくり」
古田 賢氏
（新潟市文化・スポーツコミッション 課長補佐）
林 幹広氏
（ＦＣ岐阜 広報課長）
コーディネーター：高橋義雄（JSTA 理事／筑波大学）

【3-2】パネルディスカッション
「地域資源を活かしたスポーツツーリズム」
小島 伸浩氏
（日本ゴルフツーリズム推進協会 副会長・理事／津カントリークラブ取締役副社長）
田口 由加子氏
（NPO法人神岡・町づくりネットワーク　レールマウンテンバイク事務局）
コーディネーター：大塚 眞一郎
（JSTA 理事／日本トライアスロン連合専務理事）

閉　　会

29日金1月
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主
　
催
：
 岐
阜
県
／
一
般
社
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構
（
JS
TA
）

後
　
援
：
 観
光
庁
　
ス
ポ
ー
ツ
庁

20
16
年
1月
28
日
木
～
30
日
土

日
時

ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

（
岐
阜
県
高
山
市
花
岡
町
2-
60
）

場
所

1月
29
日
金

時
 間

メ
イ
ン
会
場
（
吉
祥
の
間
）

第
二
会
場
（
祭
の
間
）

10
:4
0 ～

11
:4
0

【
2-
1】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち
づ
く
り
」

【
2-
2】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
の
新
潮
流
」

中
島
 隆
二

（
嬉
野
市
市
民
福
祉
部
 文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
G
主
任
）

平
成
9
年
に
合
併
前
の
旧
嬉
野
町
役
場
へ
入
庁
。
社
会
教
育
課
、
税
務
課
、
観
光

商
工
課
な
ど
を
経
て
、
平
成
27
年
4
月
よ
り
現
職
。
観
光
商
工
課
在
籍
時
よ
り

嬉
野
温
泉
へ
の
誘
客
に
ス
ポ
ー
ツ
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
国
内
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
や

海
外
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
誘
致
・
受
け
入
れ
等
に
携
わ
る
。
市
が
掲
げ
る「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

佐
藤
 大
吾

（
一
般
財
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
ギ
ビ
ン
グ
 代
表
理
事
／
N
PO
法
人
ド
ッ
ト
ジ
ェ
イ
ピ
ー

理
事
長
）

19
73
年
大
阪
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
法
学
部
在
学
中
に
起
業
、
そ
の
後
中
退
。
98

年
、
若
年
投
票
率
の
向
上
を
目
的
に
N
PO
法
人
ド
ッ
ト
ジ
ェ
イ
ピ
ー
を
設
立
。
議

員
事
務
所
な
ど
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
運
営
。
10
年
、
英
国
発
世
界
最

大
の
寄
付
サ
イ
ト「
Ju
st
G
iv
in
g」
の
日
本
版
を
立
ち
上
げ
、
国
内
最
大
の
寄
付
サ

イ
ト
へ
成
長（
15
年
、
ジ
ャ
パ
ン
ギ
ビ
ン
グ
へ
改
称
）。

鈴
木
 克
己

（
鴨
川
市
教
育
委
員
会
 ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 課
長
補
佐
）

国
士
舘
大
学
体
育
学
部
卒
業
。
平
成
元
年
に
鴨
川
市
役
所
入
庁
。
社
会
教
育
主
事

と
し
て
生
涯
学
習
課
に
勤
務
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
国
体
推
進
室
、
健
康
推
進
課
を

経
て
平
成
26
年
4
月
か
ら
現
職
。
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
交
流
推
進
係
長
を
兼

務
す
る
と
と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致

担
当
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

竹
川
 隆
司

（
一
般
社
団
法
人
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 代
表
理
事
）

国
際
基
督
教
大
学
卒
業
。
野
村
證
券
株
式
会
社
勤
務
の
の
ち
、
野
村
ロ
ン
ド
ン
、

フ
ィ
ル
モ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
執
行
役
員
を
経
て
、
20
11
年
4
月
、
A
sa
hi
 N
et
 

In
te
rn
at
io
na
l, 
In
c.
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
設
立
。
同
社
の
代
表
取
締
役
社
長
と
し

て
、
大
学
向
け
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
。
現
在「
東
北

風
土
マ
ラ
ソ
ン
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
企
画
、
運
営
を
進
め
る
ほ
か
、
カ
タ
ー
ル
フ

レ
ン
ド
基
金
の
支
援
を
受
け
た
東
北
の
起
業
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
IN
TI
LA
Q
」

を
主
導
中
。
20
06
年
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
て
M
BA
取
得
。

川
原
 啓
嗣

（
国
際
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
専
務
理
事
・
名
古
屋
学
芸
大
学
大
学
院
メ

デ
ィ
ア
造
形
研
究
所
教
授
）

19
76
年
、
九
州
芸
術
工
科
大
学（
現
 九
州
大
学
）
卒
業
。
19
80
年
、
英
国
王
立

芸
術
大
学
院（
Ro
ya
l C
ol
le
ge
 o
f 
A
rt
）
修
了
。
通
産
省
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
審

査
委
員
他
各
種
公
的
審
議
会
委
員
、
異
業
種
協
業
デ
ザ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
東
京

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」
商
品
開
発
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
を
歴
任
。
朝
日
新
聞
社
、
日
本

経
済
新
聞
社
、
学
習
研
究
社
、
そ
の
他
、
食
品
、
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
等
各
種
業
界
誌

に
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
記
事
を
寄
稿
。

青
木
 淑
浩

（
JS
TA
理
事
／
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
）

東
京
都
出
身
。
19
80
年
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト（
株
）入
社
。
20
03
年
よ
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
等
国
際
総
合
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
を
中
心

に
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
の
権
利
取
得
に
よ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
事
業
全
国
販
売

促
進
を
担
当
。
特
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、
様
々
な
業
務
を

担
当
す
る
。
ま
た
、
大
型
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
運
営（
輸
送
、
宿
泊
、
海
外
誘
客
、
関

連
イ
ベ
ン
ト
等
）、
地
域
の
特
性（
町
づ
く
り
）
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
仕

掛
け
等
に
も
従
事
す
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
吉
永
 憲

（
JS
TA
監
事
／
共
同
ピ
ー
ア
ー
ル
）

19
54
年
生
ま
れ
。
77
年
成
蹊
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

関
係
専
門
紙
記
者
を
経
て
、
82
年
共
同
通
信
社
入
社
。
経
済
通
信
局
特
別
情
報
編

集
部（
電
子
、
電
機
担
当
）。
米
国
ジ
フ
・
デ
イ
ビ
ス
社
提
携
事
業「
日
刊
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
デ
イ
リ
ー
」
極
東
地
区
チ
ー
フ
ラ
イ
タ
ー
、
共
同
通
信
PR

ワ
イ
ヤ
ー
部
長
、
情
報
企
画
本
部
次
長
を
経
て
、
現
在
同
本
部
総
務
。
総
務
省
地

域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
唐
津
市
観
光
協
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
国
土
交
通
省
観
光
庁

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
連
絡
会
議
施
設
魅
力
化
・
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
座
長
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構（
JS
TA
）
監
事
な
ど
の
活
動
を
通

し
て
、
地
域
再
生
や
観
光
事
業
と
関
わ
っ
て
い
る
。

11
:5
0 ～

12
:5
0

【
3-
1】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

【
3-
2】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

古
田
 賢

（
新
潟
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
 事
務
局
 課
長
代
理
）

平
成
6
年
旧
新
津
市
役
所
入
庁
。
保
険
年
金
課
、
総
務
課（
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
兼
務
）
等
を
経
て
平
成
17
年
合
併
に
よ
り
新
潟
市
職
員
。
平
成
19
年

政
策
研
究
大
学
院
大
学
修
士
課
程
修
了
、
人
事
課
、
新
潟
駅
周
辺
整
備
事
務
所

を
経
て
平
成
25
年
10
月
よ
り
現
職
。
本
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
文
化
を
冠
し
た
国
内

初
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
平
成
25
年
10
月
設
立
）で
す
。『
文
化
と
ス
ポ
ー

ツ
の
力
で
新
潟
を
元
気
に
！
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
通
じ
た

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
活
動
し
て
い
ま
す
。

小
島
 伸
浩

（
日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
会
 副
会
長
・
理
事
／
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
取

締
役
副
社
長
）

19
65
年
 東
京
都
生
ま
れ
。
三
重
県
津
市
在
住
。
19
89
年
以
降
株
式
会
社
ト
ゥ

モ
ロ
ー
ラ
ン
ド
、
株
式
会
社
ピ
ー
プ
ル（
現
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社
）、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
予
約
サ
イ
ト
G
O
RA
（
現「
楽
天
G
O
RA
」）
な
ど
に
て
ゴ
ル
フ

関
連
事
業
に
従
事
。
20
02
年
リ
ン
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社
を
創

業
し
代
表
取
締
役
に
就
任
。
PG
M
グ
ル
ー
プ
・
津
C
C
な
ど
複
数
の
ゴ
ル
フ
場
経

営
及
び
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
。
20
07
-0
9
年
出
版
流
通
大
手
株
式
会
社
JL

代
表
取
締
役
。
20
09
年
3
月「
ニ
ッ
ポ
ン
に
詳
し
く
な
ろ
う
」
志
誌
Ja
pa
ni
st

の
創
刊
に
参
画
。

林
 幹
広

（
株
式
会
社
岐
阜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
  F
C
岐
阜
事
業
本
部
広
報
課
 課
長
）

19
76
年
岐
阜
県
瑞
穂
市
生
ま
れ
。
天
理
大
学
体
育
学
部
卒
業
、
大
阪
体
育
大
学

大
学
院
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
専
攻
し
、
01
年
に
名
古

屋
グ
ラ
ン
パ
ス
へ
入
社
。
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
、
ス
ク
ー
ル
事
業
部
、
事
業
部
、
広
報

部
な
ど
を
経
て
、
08
年
、
J2
リ
ー
グ
に
昇
格
し
た
FC
岐
阜
へ
転
職
。
Jク
ラ
ブ

の
立
ち
上
げ
な
ど
を
行
い
、
事
業
、
営
業
、
広
報
な
ど
幅
広
く
業
務
を
行
い
、
現
在

は
事
業
本
部
広
報
課
。
研
究
テ
ー
マ
は
Jク
ラ
ブ
と
地
域
活
性
化
、
Jク
ラ
ブ
の
経

営
戦
略
と
財
務
・
資
本
モ
デ
ル
づ
く
り
な
ど
。

田
口
 由
加
子

（
N
PO
法
人
神
岡
・
町
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
事
務
局
）

昭
和
53
年
岐
阜
県
飛
騨
市（
旧
神
岡
町
）生
ま
れ
。平
成
17
年
東
京
か
ら
U
タ
ー

ン
後
、
家
業
の
傍
ら
翌
年
に
廃
線
に
な
っ
た
旧
神
岡
鉄
道
の
利
活
用
事
業
レ
ー

ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
。
平
成
21
年
飛
騨
市

観
光
協
会
の
同
事
業
専
属
事
務
局
員
と
な
る
。
平
成
23
年
同
事
業
が
既
存
の

N
PO
（
神
岡
・
町
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
へ
の
移
管
に
伴
い
、
N
PO
へ
移
籍
。

現
在
に
至
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
高
橋
 義
雄

（
JS
TA
理
事
／
筑
波
大
学
）

19
68
年
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
大
学
卒
業
、同
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
20
02
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
招
致
委
員
会
非
常
勤
職
員
。
名
古

屋
大
学
専
任
講
師
を
経
て
筑
波
大
学
体
育
系
准
教
授
に
着
任
。
英
国
エ
ジ
ン
バ
ラ

大
学
教
育
学
部
で
英
国
の
ス
ポ
ー
ツ
経
営
に
つ
い
て
研
究
。
専
門
は
ス
ポ
ー
ツ
社
会

学
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。（
公
財
）
日
本
卓
球
協
会
評
議
員
、（
一
社
）
ア
リ
ー

ナ
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
理
事
、（
一
社
）
日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構
事
業
推
進
委
員

会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
大
塚
 眞
一
郎

（
JS
TA
理
事
／
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
専
務
理
事
）

東
京
都
出
身
。
19
84
年
か
ら
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
の
日
本
及
び
ア
ジ
ア
で
の
普

及
に
尽
力
。
ま
た
、新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
か
ら
競
技
会
運
営
、放
映
権
管
理
、

ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
、
選
手
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応
な
ど
の
す
べ
て

の
業
務
を
競
技
団
体
で
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
多
く
の
国
際
大
会
や
世
界

選
手
権
を
日
本
に
誘
致
し
て
き
た
。
ほ
か
に
、（
公
財
）
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
JO
C
）
理
事
・
ス
ポ
ー
ツ
環
境
専
門
部
会
長
・
広
報
専
門
部
会
副
部
会
長
、
国
際

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合（
IT
U
）
理
事
。

スポ
ーツ
ツー
リズ
ム・
コン
ベン
ショ
ン

岐
阜

20
16
in
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ご
あ
い
さ
つ

　
平
素
は（
一
社
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構（
JS
TA
）

の
活
動
に
ご
理
解・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
20
16
年
は
、
ブ
ラ
ジ
ル・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
は
、
世
界
中
の
注
目
が
日

本・
東
京
に
集
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
「
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
20
15
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
」で
の
日
本
代
表
チ
ー

ム
の
大
活
躍
に
よ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
に
高
い
関
心
が
集
ま
り
、「
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
20
19
」
へ
の
盛
り
上
が
り
も
大
い
に
期
待

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
20
21
年
に
は
「
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
20
21
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
連
続
し
て
開
催

さ
れ
る
メ
ガ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
間
近
に
迫
り
つ
つ
あ
り
、ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
も
今
後
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
、
過
去
東
京
・
大
阪
・
沖
縄
で
JS
TA
が

開
催
し
て
き
た
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
の

第
4
回
大
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
岐
阜
県
と
と
も
に
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
岐
阜
県
で
は
、
豊
か
な
自

然
と
歴
史
が
織
り
な
す
数
々
の
観
光
地
に
加
え
て
、「
飛
騨
御
嶽
高

原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
」
や
多
く
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
、

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
今

回
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
催
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
全
国
に
発
信

さ
れ
、
岐
阜
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
飛
躍
的
な
発
展

の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
県
外
か
ら
も
多

く
の
方
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
会
場
で
の
交
流
や

出
会
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
構
築
を
促
進

し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
結
び
つ
く
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構

（
JS
TA
）

会
 長
  原
田
 宗
彦

　
よ
う
こ
そ
清
流
の
国
ぎ
ふ
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
歓

迎
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
日
は
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
20
16
 in
 岐
阜
」
に
ご
参
加
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構
が
毎
年
開
催
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
、
岐
阜
県
に
て

盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
岐
阜
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
が
、
年
齢
、
性
別
、
障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、「
す
る
」・「
観
る
」・「
支
え
る
」
な
ど
、様
々
な
形
で
ス
ポ
ー

ツ
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
絆
や
一
体
感
の
あ
る
地
域
と
活
力
あ
る
岐

阜
県
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興

の
一
環
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

昨
年
の
夏
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
や
ア
メ
リ
カ
代
表
に
よ
る
世
界
陸
上

北
京
大
会
の
事
前
合
宿
を
誘
致
し
、1
1
月
に
は
、イ
ギ
リ
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
、
フ
ラ
ン
ス
陸
上
競
技
連
盟
と
20
20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
事
前
合
宿
実
施
に
向
け
た
協
定
を
結

ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
岐
阜
県
内
で
は
、
高
橋
尚
子
杯
ぎ
ふ
清
流
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
飛

騨
高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
各
地
の
特
色
を
活
か
し
た
参
加
型
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
山
々

や
長
良
川
な
ど
の
清
流
を
は
じ
め
と
す
る
大
自
然
を
活
用
し
た
登
山
や

ス
キ
ー
、
ボ
ー
ト
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
が
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

飛
騨
高
山
や
白
川
郷
、
長
良
川
鵜
飼
、
関
ヶ
原
古
戦
場
な
ど
の
観
光

地
や
、
お
祭
り
や
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源
も
有
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
更
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
豊
富

な
資
源
を
さ
ら
に
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
に
も
、
こ
の
た
び
の
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

20
16
 in
 岐
阜
」
の
開
催
は
今
後
の
活
動
の
弾
み
と
な
る
大
変
意
義

の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
機
構
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
通
じ
、

清
流
の
国
ぎ
ふ
の
魅
力
を
十
分
に
体
感
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
の
発
展
の
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
岐
阜
県
内
を
は
じ
め
、
全
国
の

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
祈
念
し
、
歓
迎
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。岐
阜
県
知
事

古
田
 肇

1月
28
日
木

時
 間

メ
イ
ン
会
場

13
:3
0 ～

14
:0
0

開
会
式

14
:0
0 ～

15
:0
0

基
調
講
演
①
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
日
本
へ
　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
20
19
を
い
か
に
迎
え
る
か
」

徳
増
 浩
司

（
公
益
財
団
法
人
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
20
19
組
織
委
員
会
 事
務
局
長
）

和
歌
山
県
出
身
。
都
立
秋
川
高
校
、
国
際
基
督
教
大
学
（
IC
U
）
卒
。
19
95
年
よ
り
財
団
法
人
・

日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ット
ボ
ー
ル
協
会
に
て
、
国
際
部
長
、
広
報
部
長
を
歴
任
。
20
04
年
よ
り
、
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
招
致
事
務
局
長
と
し
て
、
招
致
活
動
に
参
加
、
20
09
年
7
月
に
20
19

年
大
会
の
招
致
に
成
功
。2
01
1
年
よ
り
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ット
ボ
ー
ル
協
会
、ア
ジ
ア
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
、
IR
B（
国
際
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ド
）
理
事
を
歴
任
。
20
12
年
、
RW
C
20
19
組
織

委
員
会
理
事・
事
務
局
長
に
就
任
。
20
15
年
ア
ジ
ア
ラ
グ
ビ
ー
協
会
会
長
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

15
:0
0 ～

15
:4
5

基
調
講
演
②
「
飛
騨
御
嶽
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
で
の
成
果
」

狩
野
 靖

（
岐
阜
県
 清
流
の
国
推
進
部
地
域
ス
ポ
ー
ツ
課
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
監
）

19
64
年
岐
阜
県
郡
上
市
生
ま
れ
。
中
京
大
学
体
育
学
部
卒
。
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー（
株
）ゴ
ー
ル

ド
ウ
イ
ン
選
手
と
し
て
3
年
間
活
動
。
陸
上
競
技
80
0m
を
専
門
と
し
、
全
国
高
校
総
体
、
国
体
、

全
日
本
学
生
、
全
日
本
実
業
団
、
日
本
選
手
権
80
0m
優
勝
、
北
京
ア
ジ
ア
大
会
80
0m
4
位
。

平
成
元
年
よ
り
高
校
に
19
年
間
勤
務
し
、
平
成
20
年
度
に
教
育
委
員
会
に
異
動
。
教
育
委
員
会

や
知
事
部
局
で
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
携
わ
り
、
現
在
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
振
興
に
取
り
組
む
。

16
:0
0 ～

17
:1
5

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
」

河
野
 博
明

（
長
野
県
ス
キ
ー
連
盟
副
会
長
／
野
沢
温
泉
観
光
協
会
副
会
長
）

19
51
年
長
野
県
野
沢
温
泉
村
生
ま
れ
。
19
74
年
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
入
会
、
野
沢
温
泉
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
コ
ー
チ
な
ど

を
歴
任
。
19
92
年
～
98
年
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
理
事
長
、
～
20
05

年
同
会
長
。
19
98
年
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ル
ペ
ン
男
子
セ
ク
レ
タ
リ
ー
、

同
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ル
ペ
ン
ゼ
ネ
ラ
ル
セ
ク
レ
タ
リ
ー
。
20
05
年
～
14
年

株
式
会
社
野
沢
温
泉
代
表
取
締
役
社
長
。
20
15
年
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
地
域
の

活
性
化
に
向
け
た
検
討
会
委
員
、
公
益
法
人
長
野
県
ス
キ
ー
連
盟
副
会
長
。

一
ノ
本
 達
己

（
株
式
会
社
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
代
表
取
締
役
C
EO
）

19
67
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
19
90
年
京
都
産
業
大
学
経
営
学
部
卒
。
同

年
に
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
の
前
身
で
あ
る
株
式
会
社
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
白
樺
館
入
社
。

19
95
年
株
式
会
社
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
代
表
取
締
役
就
任
。
20
08
年
よ
り
ス

キ
ー
場
再
生
事
業
に
乗
り
出
す
。
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
は
、
20
15
年
9
月
現
在

国
内
34
ス
キ
ー
場
、
29
ホ
テ
ル・
野
外
教
育
施
設
、
15
の
グ
リ
ー
ン
リ
ゾ
ー

ト
、
6
キ
ャ
ン
プ
場
、
9
ゴ
ル
フ
場
を
運
営
（
指
定
管
理
を
含
む
）。
20
14
-

15
年
冬
季
の
運
営
ス
キ
ー
場
総
入
場
者
数
は
累
計
で
約
29
4
万
人
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
原
田
 宗
彦

（
JS
TA
 会
長
／
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
）

19
54
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
京
都
教
育
大
学
教
育
学
部
卒
業
、
筑
波
大
学
大

学
院
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
立
大
学
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学
部
博
士
課

程
修
了
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
会
長
、
社
団
法
人
日
本
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
産
業
協
会
理
事
、
JK
A
公
益
事
業
審
査
委
員
、
一
般
社
団
法
人
日
本

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
機
構
会
長
な
ど
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
 世
界
N
o.
1
イ
ベ
ン
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」（
ス
タ
ジ
オ
タ
ッ
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
）
な
ど
著
書
・
訳
書
多
数
。

17
:3
0
～

懇
親
会

1月
29
日
金

時
 間

メ
イ
ン
会
場
（
吉
祥
の
間
）

第
二
会
場
（
祭
の
間
）

9:
30 ～

10
:3
0

【
1-
1】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
先
進
事
例
」

矢
作
 光
広

（
公
益
社
団
法
人
さ
い
た
ま
観
光
国
際
協
会
さ
い
た
ま
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業

担
当
　
副
参
与
）

昭
和
60
年
旧
浦
和
市
役
所
入
庁
。
平
成
12
年
よ
り
さ
い
た
ま
市
職
員
。
平
成

19
年
教
育
委
員
会
高
校
総
体
推
進
室
へ
配
属
。「
彩
夏
到
来
08
埼
玉
総
体
」
に

お
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
担
当
と
し
て
運
営
に
携
わ
る
。
そ
の
後
、
経
済
局
商
業
振

興
課
等
を
経
て
平
成
26
年
4
月
か
ら
現
職
。
さ
い
た
ま
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
国
内
初
の
本
格
的
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
国
内
外
の
大
規
模
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
し
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
さ
い
た
ま
市
を「
日
本
一
ス
ポ
ー
ツ
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

玉
城
 扇

（
一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
 企
画
部
企
画
課
 課
長
）

昭
和
46
年
生
ま
れ
。
平
成
2
年
東
京
水
産
大
学
 海
洋
生
産
学
科
入
学（
平
成

5
年
中
退
）、
平
成
10
年
ハ
ワ
イ
大
学
ヒ
ロ
校
M
ar
in
e 
Sc
ie
nc
e
学
科
 卒
業
。

平
成
12
年（
財
）沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
入
社
以
来
、
主
に
海
外

誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
業
務
を
担
当
す
る
。
世
界
46
ヵ
国
の
財
務
大
臣
、

中
央
銀
行
総
裁
、
金
融
関
係
者
な
ど
約
5,
00
0
名
が
集
合
す
る
ID
B
年
次
総
会

に
お
い
て
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
会
長
の
秘
書
室
に
て
受
入
サ
ポ
ー
ト
。「
指
定
管
理
者

制
度
」
最
初
の
指
定
管
理
期
間（
平
成
18
～
20
年
）
万
国
津
梁
館
に
て
勤
務
。

狩
野
 靖

（
清
流
の
国
ぎ
ふ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
務
局
）

19
64
年
岐
阜
県
郡
上
市
生
ま
れ
。
中
京
大
学
体
育
学
部
卒
。
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー

（
株
）ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
選
手
と
し
て
3
年
間
活
動
。
陸
上
競
技
80
0m
を
専
門
と
し
、

全
国
高
校
総
体
、
国
体
、
全
日
本
学
生
、
全
日
本
実
業
団
、
日
本
選
手
権
80
0m

優
勝
、北
京
ア
ジ
ア
大
会
80
0m
4
位
。
平
成
元
年
よ
り
高
校
に
19
年
間
勤
務
し
、

平
成
20
年
度
に
教
育
委
員
会
に
異
動
。
教
育
委
員
会
や
知
事
部
局
で
ス
ポ
ー
ツ

行
政
に
携
わ
り
、
現
在
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
に

取
り
組
む
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
山
下
 真
輝

（
JS
TA
セ
ミ
ナ
ー
委
員
／
JT
B）

19
93
年
株
式
会
社
JT
B
入
社
、
20
07
年
2
月
に
九
州
本
社
地
域
活
性
化
事
業

推
進
室
、
翌
年
2
月
同
室
室
長
、
そ
の
後
旅
行
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
部
地
域
交

流
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室
観
光
立
国
推
進
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
観
光
庁
他
霞
ヶ

関
対
応
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
。
20
12
 年
4 
月
現
名
に
組
織
を
改
名
。
観
光
庁
に
お

け
る
観
光
立
国
に
関
わ
る
各
種
委
員
会
に
参
画
し
、
且
つ
全
国
自
治
体
と
連
携
し
、

観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
、訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
戦
略
策
定
、

新
成
長
戦
略
策
定
、
東
北
復
興
支
援
事
業
、
農
林
水
産
業
に
お
け
る
6
次
産
業
化

支
援
事
業
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
る
。
内
閣
官
房
地
域
活
性
化
伝
導
師
、
JS
TA
元
観

光
地
域
づ
く
り
委
員
長
、
福
岡
地
域
戦
略
推
進
協
議
会
観
光
副
部
会
長
、
横
浜
市

都
心
臨
海
部
再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審
議
委
等
国
や
地
方
自
治
体
の
各
種
委
員
を

歴
任
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
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日時：１月３０日（土）9時～ 15時

集合：8時 50 分

集合場所  ＪＲ高山駅前 観光案内所周辺
※集合場所から各場所には貸切マイクロバスで
移動します。
※動きやすく、暖かい服装でご参加ください。
（スノーシュー体験の際は、各自防寒対策をお
願いします。）
 ・スノーシュー体験は、長靴の無料貸出があり
ます。 

（当日の連絡先）　
　090-6376-5394（JSTA宮本）

＜行程＞

解散予定：15時（高山駅）

スポーツツーリズム・コンベンション 2016 in 岐阜　
ファムトリップご案内

JR 高山駅

バスセンター交番
観　光
案内所

ロータリー

集合
場所

至：ひだホテルプラザ→

時間 行程 備考

9:00 60 高山駅前集合　白川郷へ移動 バス移動

10:00 60 白川郷散策　和田家見学

11:00 10 移動

11:10 50 雪の森の散歩（トヨタ白川郷自然学校）

・スノーシュー体験

12:00 10 移動 バス移動

12:10 110 白川郷の湯（入浴及び食事）

14:00 60 移動 バス移動

15:00 解散（高山駅）
　参考：15:36  ワイドビュー36号（大阪行）、16号（名古屋行）
　　　　16:00  濃飛バス　新宿行き

バス移動

参加費：2,000 円（含まれるもの：和田家入場料、スノーシューレンタル料、白川郷の湯入浴料、食事代、バス代）
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